
 資料２－１  

サンゴ被度について 

１．サンゴ被度調査（モニタリングサイト 1000） 
  スポットチェック法（15 分間スノーケリング）。サンゴ類の着生基質となる底

質のうちサンゴ類の被覆率を示す。調査時期はおおよそ 10 月上旬～12 月下旬。  
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２．サンゴ被度の変遷 
（１）【H17 年度】  
   サンゴ被度５０％（良好）以上の海域としては、タキドングチ周辺、ユイサ

ービシ周辺（竹富島南東沖）、カタグヮー礁池内、ケージビシ～シモビシ～コハ

マノアガリノ（小浜島南東沖）、黒島南礁池、黒島北沖礁～マイビシ周辺～新城

島下地西礁池、カヤマグチ～ヨナラ水路。 
（２）【H18 年度】  

H17 年度と同様な傾向で、特に竹富島北東沖～タキドングチ周辺、嘉弥真島

周辺で回復傾向。カタグヮー礁池内、新城島上池北礁池で低下。  
（３）【H19 年度】  

北礁縁部（竹富島北東礁～タキドングチ～嘉弥真島北礁縁～コハマビシ（小

浜島北礁）～ウパナリ（鵜離））、ユイサービシ南、キャングチを除き、被度が

劇的に低下。同年夏期の白化によるものと推定。  
（４）【H20 年度】  

H19 年度と同様に北礁縁部、ユイサービシ南は５０％以上を維持。ヨナラ水

路内で回復傾向。キャングチの被度は低下した。  

サンゴ被度の割合の推移 




